
561＝553．94二550．85（522．2）

佐世保炭『田産の化石植物群にっいて（予報）

棚井敏雅＊　尾上　亨＊

：Fossil　Flora　fro量n仇e　Sasebo　Coal　Field　in　Nor箇er翠Ky嚢s捕（Preliminary：Report）

By

Toshimasa　Tanai＆T6ru　O箪oe

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　Sasebo　coal　field　is　located　inロthe　northwestem6art　of　northern　Ky亘sh豆，and

二玉t　is　one　of　the　productive　丘elds　on　strong－coking　coal　in　Japan．　Many　stratigraphical

stu母iesarelatelyinpr・gressandt㌔e・ccurrence・fmanyplantf・ssilshasbeenrepgrted
by　many　students，but　the　floral　composition　has　not　yet　been　known．

　　　↑he　writers　have　studied　the　plant　fossils　whiρh　were．¢oHected　from　six　horizons　of

『the　Saseb6group　in　the：Kitamatsuura　district　of　the丘eld。丁五ere　are611mown　species

in　the　fossi1且ora、of　the　Sasebo　group，of　which41fall　in　genera　and24in　families．

『These　fossils　are　listed　in　Table，1．
　　　The　fldraL　compos圭tion　of　each　horizon　is　charactefistic．The・flora　of　the　Yunoki

formation，the　middle　of　the　Sasebo　group，has　a　typical　composition　of　the・Aniai・type

Hora，including　abundant　deciduous　trees　of　thβtemperate　zo纂e。On　the　contrary，the

西n・u質af・rmati・n，thel・wem・st蔓fthe『gr・up・c・nt3in＄anewlyknOwn且・「awhichis
’c・mp・sed・f．muρhρve箔greeptreesasgr・winginw・rmz・neandincludsals・s・me

Paleoge血e　species．　Accordingly，一the　writers　consider　that　th．e　Ai尊oura　fiora　is　a　new　one

in　the　eafly　M：iocene　age　in　Japan．Such　floral　composition　as　in　the　Ainoura　flora董s

named　the“Ainoura－type”by　th6writers．

　　　　　　　　要　　旨
　“七‘本邦炭の原植物の研究”の一環として，筆者らは佐

世保炭田の，主として北松浦地区において，各層位にわ

たって植物化石を採集し・・煮れらの検討を行ったが，現

’在までに同定し得た化石は第1表に示す通りである。

　各層位において，それぞれ特徴あち組成をもっている

が，概観すると柚木層一福井層の化石植物群は，いわゆる．

阿仁合型植物群の典型的組成を示し，その特徴種である

、温帯性落葉樹によってその大半が構成されているいこれ

に対して，相浦層の化石植物群では阿仁合型の特徴種は

．著しく減少し，それらに代って温帯南部～暖帯性璽）もの．

が多くなり，レかも古第三紀の要素を多少含んでいる。

こ＼にその組成上の特徴とその示す気候を概観し2相浦

層の化石植物群をわが国における中新世初期を代表する

ものと考え，このような化石植物群を，新たに相浦型植

物群と呼ぶことにする。したがって，筆者らは佐世保層

群の下部すなわち相浦層は中新世初期，それ以上を中期

のものと考えている。

1．一【ましカミき

　佐世保炭田の地質構造および炭層などにっいては，古

くから多くの人女の調査・研究があり，さきには長尾

・1巧5’。（1926）・上治寅次郎18）（1938）を始めとし，最近

では松下久道1）（1949）・野田光雄・山崎達雄6）7）済》19）

　（1950・！952・1953）・竹原平一13）（1953）・長浜春

夫2）3｝4》（1954・1953a，b）らの詳しい報告がある。ま

　＊燃料部

た，戦後の強粘結炭の必要に応じて，主としていわゆる

佐々酊断層以西の地域の調査が，当所燃料部石炭課によ

っても昭和21年以来数年にわたって続行され，その成果

は多くの新しい資料を取入れて，炭田図幅として纒めら

れっっある。

　すなわち，含炭層である佐世保層群にっセ・ては詳しい

層序学的研究が進められて，炭層の対比やその消長が明

らかになり，同時にその下位の杵島（芦屋）層群との層

序的関係も明らかになってきた。また・その堆質時代に

っいては杵島層群とともに，かっては漸新世と考えられ．

ていたが，、最近では佐世保層群の一部は少欺ーくとも中新

世のものであるという意見が有力になってきたようであ

る。

　さきに，筆者らは既存の資料から柚木層の化石植物群

が中新世中前期（阿仁合型）であるらしいと考えてヤ・た

ので，＿それ以下の地層の化石植物群がいかなる組成を示

し，かっそれと従来の古第三紀植物群がどのような関係

にあるかということを究明する必要があった。そしてこ

のように層序学的研究が詳しく進められているので，採．

集地点の層準を混同するという危険も少ない。そこで，

こン数年来筆者らが進めっっある“本邦炭の原植物の研

究”の一環として，佐世保層群の各炭層に伴なう古植物

・群の組成の変化を検討するとともに，その地質時代を古　　、

植物学的に検討したのである。現在未だ研究を続行中

であるが，．こ≦に2，3の新事実が得られたので，これ

らをとりあえず簡単に報告する次第である。詳細な記載

は研究の完了をまって，別の機会に報告するっもり』であ

る。
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地質調査所月報（第7巻第2’号）一

　なお現地におげる化石の採集にあたっては，日窒鉱業

江迎鉱業所・日鉄鉱業北松鉱業所・長尾鉱業日野炭鉱な’

どからは多くの便宜を与えられ，また，九州大学松下1久

道教授および三菱鉱業朱雀智介氏からはいろいろと御指

導を戴いたるこれらの方々に厚く謝意を表す為次第であ

る。また，採集箇所やその層序的関係に関する知識にっ

いては，本所燃料部長浜春夫技官に負うところが大であ

ったo

2．採集箇所とその属潅について

　佐世保層群の層序はかって長尾巧5）（1926）によって

3累層に分けられ， その後また別に上治寅次郎18）（1938）

によってそれぞれが主要炭層をもって境ざれるような6
層に分けられて，一佐世保炭田の層序的研究も非常に進ん

だ。とれらの報文のなかには多くの貝化石とともに，植

物化石の産出が報ぜられ｝ことに貝花石にっいては上

治17）（1934）の研究がある。戦後になって当地方が要塞

地帯であるという調査上の難点も解消し，また当時の石

炭需要の増大とともに多くの調査が進められ，前に述べ

たように松下久道を始めとして，’多くの人々めより詳細

鷹層序学的研究がある。ζ二れち硲多くの報文のなかに

は，佐世保層群の各炭層に伴なって，各地から多くの植

物化石が産出することが報ぜられ七いるが，その植物群

の内容にっいてはほとんど知られていなかつた。

　筆者らはこれらの植物化石を短時日の間に，炭田全域

における各層位にわたって採集することは到底できない
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第2図　．佐世保炭田北松浦地区模式地質柱腿図

　　　　　（1954，長浜）一

ので，主要な炭層のうちその層準の確実なものについ

て，一応下位から上位までの植物群の特徴をみうるよう

に採集することに努めた。すなわち，下位から新田5尺“

相浦3枚・新田4尺層・モヱズ層・大瀬5尺層・岩石2

枚・鹿町3尺層および3枚物の8層準の炭層に伴なう植1
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Tab．1F。ssim・ra・ftheSaseb・C・a1Field（t6ntativelist）
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　ハ4診’σS89％0伽ノ0ψ0初6召（ENDO）
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　Zθ～たoびαU％9召擁ETTING　
　Cθ麗∫s＄P。　　　　　　　　，
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　・飾彫卿痂5吻o吻o！♂JsHUet
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物化石を採集した。しかし，新田5尺および岩石2枚か

らは鑑定にたえるような化石はほとんど採集できなかっ

たので，結局において6層準レか検討することができな

かった。採集地点は第1図に示す通りであるが，一部の

ものを除き主として佐々川断層以西に限られている。す

なわち・南から新港炭砿・日野炭砿・木田炭砿g日，窒鉱

業江里および江迎坑・日鉄鉱業鹿町および本ケ浦坑など

の坑内外で採集したが，採集地点とその層準との関係は

第2図祖）に示す通りである。

　このほか，江迎町深月の海岸における野島層群深月層

下部の砂岩・頁岩互層中の頁岩から，植物化石を採集す

うことができた。

3．化石植物群の組成について

　佐世保層群から採集した植物化石のうち，現在までに

24科41属61種を検出することができたが，なお検討中で

あって未だ鑑定し得ない種が相当ある。

　この組成をみると，最も多いものはカンバ科・ニレ科’

カエデ科およびスギ科で，これらは種類にも個体数にも

富んでいる。特にカンバ科のものが最も優勢である。こ

れらに次いでバラ科・マメ科・ヤナギ科・ウリンキ科・

シナノキ科およびプドウ科などのものが多い。各地から

得られたこれらの化石を産地別に表示すると第1．表の通

りであるが，そめ産地番号は下位からの層準の順になっ

ている（第1表）。、さて，これらの化石群を各層準ごと　’

に詳しく検討すると，．新田4尺層から大瀬5尺層まで

と，それから上位の鹿町3尺層から3枚物までとの植物
L
群 には，その構成種やその組成において次に述べるよう

に明瞭な差異が認められる。

　日鉄鉱業北松鉱業所附近で採集した鹿町3尺層と3枚

，物に伴なう化石植物群は，いずれもいわゆる“阿仁合型

植物群”の構成種からなり，その組成からみてもカンバ

科・ニレ科・力土デ科・シナノキ科およびスギ科のもの

が優勢である・ことは阿仁合型植物群の組成の特徴に一致

している。すなわち，カンバ科ではカンバ（B6翻α）・ハ

ンンキ（！1勉郷）・シデ（Cαゆ鰍s）・ハシバミ（Coη伽s），

ニレ科ではニレ（U珈％5）・ケヤキ（Z励o∂α），スギ科で

はル観α36卿0毎・0砂μOS加伽Sなどがきわめて多く，

またこのほかにカエデ（、4067）・シナノキ（丁痂o）・ウリ

ノキ（1吻吻召）・トチノキ（！16SO吻S）なども普通に認め

られ，その大半が温帯性落葉樹からなっている。［

　木田炭砿で採集した相浦3枚層に伴なづ化石植物群

は，スギ科のスイショウ（τ砿04伽¢）・漉脇¢卿o言α・

s昭％o彪・（｝砂がos蜘6％s，カンバ科のカンバ（βθ’躍4）・

シデ（Cα勿動％s），ウリノキ科のウリノキ（1吻池召）などの

阿仁合型特徴種のほかに，マメ科のエンジュ（Sの肋吻・

註1）第2図のうち，相浦層は最近ではさらに細分さ
　れて真申化石帯以上を相浦層とし，‘それ以下は新

　し）、地層名がっけられているが，こエには便宜上

　もとのま＆の定義にしたがつた。

ハナズオウ（Cε鰯s），バラ科のリンゴ（漁Z％s）・ナシ（Py一

勉5），マンサク科のマンサク（∬嬬σ耀1瑚，エゴノキ科

のエゴノキ（S秒グ砿）などがかなり多く認められる。

　新港炭砿と日野炭砿で採集した新田4尺層に伴なう化

石植物群は，相浦3枚層の化石植物群にかなり近似した

組成をもっている。すなわち，カンバ科・モレ科および
一
ス
ギ
科 のものは非常に少なく，それらに代っ七マメ科・

バラ科・マンサク科・メギ科・クロゥメモドキ科・ウリ
ー
ノ
キ
科 などのものがその大半を占めるに至っている。す

なわち，ことにバラ・（Ro3α）・エンジュ（So汐ho7召）・ハナ

ズオウ、（C6癖s）・マンサク（伽郷¢溺θ傭）・フゥ（五勾％」．

磁励姻・ケンポナシ（∬o％勉α）などの温帯南部～暖帯

性のものが多い。

　日窒鉱業江迎鉱業所附近における・大瀬5尺層挙志ぴ

中止場旧坑で採集したモエズ層に伴なう化石植物群は，

その大半が阿仁合型植物群の特徴種からなり，カンバ

科・ニレ科・カエデ科・スギ科・ウリノキ科のものが多

く，稀にバラ科やマメ科のものが混在している。すなわ

ち，それら両層より上位の地層と下位の地層とから産出

する植物群の漸移的な組成を1示しているが・全体として，

は上位の鹿町3尺層に伴なう植物群の組成に近似して

いる。

　こ」で興味あることは，従来古第三系からのみ知られ

ていたハ碗勿勉60％ゆ1）o％JoαE酋DO，漁7」6α6硲♂06Z勿πσ

OlsHI＆HuZ．．イ400グα剛Jo％溺HEERなどが大瀬5尺

層以下，すなわち相浦層から産出することである。魏・

」％卿60％ゆφ0痂0αは喜多河庸二註2）によ’って’中止場旧坑

のモエズ層からかって採集されたが註3），このたび筆者

らはさらに上位は大瀬5尺層までと下位は相浦3枚まで

の層準に発見することができた。

　　　　　ぎ　野島層群の深月層下部からの植物群は個体数に較べて、
‘
種
数 は少な恥が，ノグルミ（月α砂oα解）・トネリィミハゼ

ノキ（躍s渉αoJσ）・ケンポナシ（∬o泥痂α）・ブダウ（『V痂s）

などが多く，佐世保層群のものとはまた明らかに異なっ

た傾向をもっている。

　このように佐世保層群および野島層群においてはタ各

層準ごとにその化石植物群の組成がかなり異なった特徴

を示している。

　　　4。古植物群の示す気候について一

化石植物群の詳しい検討が未だ完了しないけれど

註2）地質調査所燃料部
註3）モエズ層から地伽勉加が産出することを，P佐

　世保層群の年代区分に際して重視した例が2，3あ

　る。しかし，、新生代におけ1る化石植物を取扱うう
　えkは，このように1，2の特微種を抽出して年代

　区分や対比を考えることは，現在の知識において

　は未だ誤謬を犯す危険性が多分にある。やはP群
　落（フローラ）としての組成上の特徴を明らかに

　し，かつその意義を充分に検討・解析したうえで
　なけオしばならなV、と，思う。・
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　も，こンにも’う少し論を進めて行くために，現在までに’

　得られた研究結果をもとにして，佐世保層群の古植物群

　が示す生態的条件を概観してみたい。

　　相浦層中部および下部の植物群は前に述べたように，

　マメ科・バヲ科・マンサク科・メギ科・クロウメモドキ

　科などの多いことが特徴的で，これにカンバ科・ニレ科

　などの温帯性落葉樹が多少混在している註4）。それらの

　近似現生種を求めて検討すると，革質、・常緑葉の樹木が

　多く乳また蔓茎性のものも認められる。そして総体的に

　は，現在の暖帯～温帯南部の低地域に分布するものが多
　いようである。したがって，’ζ：の相浦植物群は比較的温・

暖な気候を示すものと考えられよう。

　相浦層最上部の植物群はそれより上位のものと下位め

　ものとの混在した組成であるが，．柚木層の植物群はカン

　バ科・ニレ科・カエデ科・、シナノキ科を始めとし，その

　ほとんど大半が温帯性落葉樹からなっている。しかもそ

　れらの近似現生種は現在の温帯中部～北部の山地に分布

するものが多い。、したがって，この時代には気温が前の

　時代よりも低くなったものと考えられる。この植物群は

　いわゆる阿仁合型植物群であるが，わが国の中新統にお

いてはこの阿仁合型植物群の層位的に上位には，温暖な

　気候を示す“台島型植物群”が認められている。

　．さて，深月層の植物群は種類が少ないので明らかでは

　ないが，阿仁合型の組成とは全く異なり，P魏σo伽，

Plα砂偲ηα，πo％勉召のような多分に温暖な気候を思わ

せるものを含んでいるとは注目．してもよいであろう。い

　ま深月層の植物群を台島型植物群に相当するものとして

・甲対比すると，佐世保層群から野島層群下半部の堆積時期

1における気候条件は，温暖→温冷→温暖という変化を辿

ったものと考えることができる。

　このような気候条件の変化における温暖と温冷との交

互の繰返しは，筆者らの研究によると，わが国の新第三

紀においてその後引続いて植物群の組成の変化として認

められる。すなわち，かって棚井14）（1952）が述べたよ・・

　うに，わが国の中新世末期～鮮新世前期を代表する東北

　、1本内陸盆地の下位亜炭層などに伴なう植物群は，スギ

科・プナ科・カンバ科・ニレ科兜カエデ科などの温帯性
』
落 葉樹が非常に多く1属の組成は阿仁合型に似ている，。

これに対して，鮮新世後期を代表する上記地域の上位亜

炭層や岐阜ボ愛知炭田の上位の亜炭層などに伴なう植物

群は・前述のような温帯性落葉樹はあるカミ前期のちのに

較べると減少し，その代りモクレン科・クス科・マメ

科・マンサク科・ツバキ科・エゴノキ科などの温帯南部

　註4）この組成はいわゆる“台島型植物群”の組成に、

　　　似ておP，また多少の共通種も認められる。しか
　　　・し，台島型植物群に特徴的に多いブナ科（Q％プー

　　　6錫S，CyolO鰯㈱0頭s，C鰯伽6α，五拗06θゆ勿3な
　　　ど）　やクス禾斗　（C∫κ％α”zo卯z働仰z，ハ4～zohJJ％s，Pカoθδ6

　　　など）が全然認められないてとと，古第三紀の要

　　　素を混在していることなどから明らかに匿別でき

　　　るご

～暖帯性のものが多い。また常緑樹がかなり多くてこの

時期の気候は前期に較べて温暖になったと考えられる。

このように気候変化に対応して，新第三紀に誇ける植物

群の変遷は総体的には同じような組成上の傾向をもった　　㍉

2型の植物群が交互に優勢となり，．すなわち植物群の輪

廻を示していると考えている。

5．古植物群の層位学的意義について

　前に述べたように，佐世保層群の柚木層の植物群はい

わゆる阿仁合型植物群め典型的な組成を示し，しかもそ

の構成種のほとんど全部が阿仁合型の特徴種からなって

いる。すなわち，こ》に植物群の移動（migration）とい

うことを無視すると監5），柚木層はわが国の中新統にお

ける主要爽炭層註6）に対比することができる。これに対

して，相浦層の中部および下部の植物群は阿仁合型の特

徴種は著しく減少し，これに代って低地性でかっ暖帯性

のものが増加して，前者とは全く異なった組成を示して

いる。そして，相浦層最上部の植物群は両者を混合した

組成を有し，両者の漸移帯であることを示している。

　従来，わが国の新第三系の分布地において，阿仁合型

植物群を含む地層の下位の地層からいまだ化石植物群の

産出が知られていなかった。このたび，，佐世保炭田にお

いて阿仁合型植物群を含む柚木層の下位の相浦層から，

阿仁合型とは組成を全く異にした植物群がみいだされた一

わ妙である。筆者らはこれを今後相浦型植物群と呼ぶこ

とにしたい。

　さて，相浦層には地動聯加痂鋤粥加，且紹γαπ躍

傷彫，！吻吻α加3Joδ吻襯などを産するが，これらは従

来の知識によると北九州や北海道における含炭古第三系

のみから産出している。すなわち，相浦型植物群は中新

世の要素に多少の古第三紀の要素を混じている。この

事実は，すでに竹原13）（1953）や長浜3｝（1953）を始

め2，3の人々によっても指摘されたように，相浦層の

化石動物群がβα’薦4吻！盈6h砺痂MIZUNO，“Cθ露

オh伽郷”％αgohα粥αJ　MIZUN6，’（≧yo1初αブαクo痂αz　KA－

MADA，E如プcfr。」’oづMAKIYAMAなどの中新世の
特徴種に，，PoJJ％♂oθsαsh砂惚癬s、NAGAO，C搬∬¢！o！」惚s

yのθ」：N』AGAo　var1，0h如吻夕3α3h砂σ6多zs23NAGAoな

・どの芦屋層群註7）り化石動物群の特徴種が混在している

註5）佐世保炭甲とほ黛同緯度の他地域に阿仁合型植

　物群が産出じて）・るので，migrationと）’うこと

　は考慮せずとも一応許されるであろう。

註6〉茅沼・陀仁・西田川・熊野炭田などの爽炭層

　がこれにあたるが，これに関してはすでに棚井
　　（1955）が詳しく述べて）・る。

註7）芦屋層群は最近斎藤林次9）（1954）によつて，（1）

　岩質の急変，（2）化石動物群の急変　（3）火山活

　動の共通性という3点から，佐里砂岩層以上を中
　新統下部とすることが再三提唱されている。しか

　し，（1）のことはさておいて，芦屋動物群には従

　来の新第三紀の要素はほとんどなく，また杵島層
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ことともよく一致する。すなわち，相浦層は古生物学的

にみると，古第三紀と新第三紀との漸移帯を示すものと

考えられる。したがってgこの相浦型植物群を筆者らは
新たにわが国におけお中新世初期を代表するものと考え

たいと思う。

　かって中里層から産出したBグ鷹勿04欝ブ妙o痂6郷

MATSuMoToが松本彦七郎16）（1925）によって漸新世

のものと考えられていたが，その後はやくから高井冬

二11）12）（1938・1952）ほそれが中新世中期を指示するこ

寺を強調している。佐世保層群の地質時代に関する筆者

らの考えは，高井のそれとなんら矛盾するものではなく，

相浦層は中新世初期，それ以上は中期に属すると考えて

いる。

6．むすび
　佐置保層群の化石植物群を検討した結果，柚禾層の植

物群はいわゆる“阿仁合型植物群”であり，その下位の

相浦層の植物群は前者とは組成を異にし，しかも古第三

紀の種が混在していることが明らかになった。詳細は今

後改めて報告するが， こ＼にとりあえず筆者らは相浦層

のものを相浦型植物群と新たに呼び，わが国における中

・新暉初期を代表するものと考えている。そして，このよ，

うな組成をもった化石植物群がグリーン・タフと）分布地

域や北海道の炭田地域にも今後発見されることが期待さ

れる。．

　また，このように各層準の炭層に伴なう植物群の組成

に相違が認められるので，このような石炭の原材料と思「

われる植物の差が，炭化作用を受けたにせよ，各炭層の．

石炭の質的差異とどのような関係を有しているかを研究

するごとも必要であろう。　　　・　㌧

　　　　　　　　　　　　　（昭和30年7月稿）
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